
高
須
輪
中
の
水
害
に
つ
い
て
の
考
察

松

義

継

原

問
題
の
所
在

高
須
輪
中
に
お
け
る
近
世
か
ら
明
治
中
期
に
至
る
ま
で
の
期
間
は
、
水
害
と
い
う
事
象
に
対
し
て
近
代
的
な
土
木
技
術
が
発
達
せ
ず
、

高須輪中の水害についての考察

自
然
現
象
が
優
位
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
輪
中
で
起
っ
た
多
く
の
水
害
に
は
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
潜
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を

解
明
す
る
こ
と
は
、
今
日
の
輪
中
の
理
解
に
つ
い
て
必
要
か
つ
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
る
。

か
な
り
高
い
生
産
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
永
年
期
に
は
周
囲
の
河
況
に
変
化
が
お
こ

り
、
天
井
川
が
進
行
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
所
で
破
堤
に
よ
る
水
害
を
頻
発
さ
せ
、
ま
た
、
輪
端
部
で
は
排
水
を
不
良
に
し
て
生
産
を
破

ち
な
み
に
、
開
発
さ
れ
た
当
初
の
輪
中
は
、

壊
さ
せ
た
。
輪
中
の
生
産
は
、
外
水
対
策
と
内
水
処
理
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
点
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
破
堤
に
よ
る
水
害
は
、
堤
防
の
嵩
上
げ
補
強
に
よ
っ
て
避
け
得
ら
れ
た
が
、
海
抜
高
度
の
低
い
輪
内
の
港
水
化
は
、
如
何
と
も

159 

な
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
破
堤
に
よ
る
直
接
水
害
、

お
よ
び
湛
水
に
よ
る
間
接
水
害
に
焦
点
を
絞
り
、
輪
中
の
地
域

性
を
闇
明
に
し
た
い
と
考
え
た
。
な
お
、
こ
の
研
究
に
利
用
し
た
資
料
の
大
部
分
は
佐
野
家
文
書
で
あ
る
が
、
そ
の
他
で
は
岐
阜
県
治
水
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史
・
岐
阜
県
史
(
史
料
編
近
世
五
)

-
海
津
町
史
(
史
料
編
一

l
一
一
巻
)

-
岐
車
県
水
災
誌
な
ど
に
よ
っ
た
。

ニ
、
自
然
条
件
と
社
会
条
件

ωー
輪
中
地
域
の
水
害
に
つ
い
て
の
考
察
に
は
、

前
者
は
濃
尾
平
野
の
地
形
・
水
源
地
域
の
降
水
量
・
山
林
管
理
な
ど
の
全
般
的
な
自
然
的
・
社
会
的
条
件
か
ら
輪
中
の
水
害
を
考
察
す
る

マ
ク
ロ
的
な
見
解
と
ミ
ク
ロ
的
な
地
域
を
研
究
対
象
と
す
る
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。

係
に
あ
る
た
め
、

の
に
対
し
、
後
者
は
個
々
の
輪
中
の
外
水
対
策
と
内
水
処
理
が
中
心
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
実
際
的
に
は
両
者
は
不
可
分
の
関

一
輪
中
の
水
害
と
い
え
ど
も
、
広
範
囲
な
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

濃
尾
平
野
は
東
高
西
低
の
地
盤
運
動
の
た
め
、
東
に
高
く
西
に
傾
い
た
地
形
で
あ
り
、
養
老
断
層
崖
下
を
最
低
所
と
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
平
野
を
流
れ
る
木
曾
川
・
長
良
川
は
著
し
く
西
に
偏
位
し
、
最
低
所
の
揖
斐
川
筋
へ
流
れ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
こ

区m土砂・ヨシパエ・イナ洲
(佐野家文書にみる)

寛政元年の輪中地域

れ
ら
の
河
川
は
乱
流
し
て
網
状
を
な
し
、
こ
の
間
に

大
小
多
数
の
輪
中
を
発
達
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
輪

中
の
成
立
は
、
河
川
の
遊
水
池
を
奪
い
河
道
を
固
定

さ
せ
た
た
め
、
土
砂
は
は
け
き
れ
な
い
で
河
川
敷
に

堆
積
し
て
天
井
川
と
な
り
、
堤
防
を
危
険
に
し
、
輪

第1図

端
部
で
は
排
水
不
良
の
亡
所
回
を
増
大
さ
せ
た
。
今

日
三
川
を
一
体
と
し
た
一
秒
間
の
平
均
流
量
は
五
九

二
立
方
メ
ー
ト
ル
、
最
大
流
量
は
九
六
三
四
立
方
メ



ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、

洪
水
時
は
平
時
の
一
六
倍
ハ
1
u
に
も
増
大
さ
れ
よ
う
と
す
る
。

ま
し
て
ダ
ム
湖
の
な
か
っ
た
落
政
時
代
に
あ
っ
て

一
層
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
か
で
も
木
曾
川
と
長
良
川
を
合
せ
た
流
量
は
、
三
川
の
八

O
%を
占
め
て
お
り
、
揖

tま斐
川
に
与
え
た
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

な
お
、
揖
斐
川
の
西
に
は
、
扉
風
を
立
て
た
よ
う
な
奏
者
山
脈
が
こ
の
川
に
迫
っ
て
お
り
、
豪
雨
時
に
は
、
谷
沢
か
ら
多
量
の
砂
礁
が

一
方
最
大
の
流
量
を
も
っ
木
曾
川

は
、
高
峻
な
中
部
山
岳
の
花
崩
岩
山
地
を
水
源
と
す
る
た
め
、

押
し
流
さ
れ
て
、
局
所
的
に
川
幅
を
せ
ば
め
、
流
れ
を
ダ
ム
ア
ッ
プ
し
て
水
は
け
を
悪
化
さ
せ
た
。

下
流
の
河
川
敷
に
付
洲
、
河
口
部
に

土
砂
の
供
給
が
旺
盛
ハ
2
)
で
あ
り
、

砂
洲
・
泥
土
の
干
潟
(
3
)

を
発
達
さ
せ
て
水
落
を
阻
害
し
た
。

間
|
高
須
輪
中
は
、
ま
わ
り
を
木
曾
川
・
長
良
川
・
大
樽
川
・
揖
斐
川
の
四
大
河
川
に
固
ま
れ
た
最
大
の
複
合
輪
中
で
、
そ
の
中
に
本

阿
弥
輪
中
・
福
江
輪
中
・
金
廻
輪
中
な
ど
を
包
含
し
、
ほ
ぽ
輪
中
群
の
中
央
部
に
位
置
し
て
い
る
。
南
北
の
長
さ
は
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

高須輪中の水害についての考察161 

東
西
の
幅
は
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
で
、
海
抜
高
度

高須輪中の地形

は
0
・
二
メ
ー
ト
ル
か
ら
北
東
部
の
三
・
四
メ
ー
ト
ル
を

最
高
と
し
て
い
る
。
最
低
部
の
南
西
部
は
四

0
0
0
1五

0
0
0分
の
一
の
勾
配
で
、
木
曾
川
・
揖
斐
川
の
わ
ず
か

な
自
然
堤
防
帯
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
が
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

第2図

に
近
い
後
背
湿
地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
海
抜
一
メ

l
ト

ル
以
上
の
高
位
部
の
面
積
は
三
分
の
一
ほ
ど
で
、

ま
た

O

-
四
メ
ー
ト
ル
以
下
の
低
位
部
が
半
ば
以
上
に
達
し
て
い
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る
。
な
お
、
こ
の
輪
中
の
三
分
の
二
の
水
を
集
め
る
排
水
河
川
の
大
江
川
は
、

Y
字
状
に
流
れ
て
、
中
ほ
ど
で
東
大
江
川
と
西
大
江
川
を

合
流
さ
せ
、
南
流
し
て
揖
斐
川
に
注
い
で
い
る
。

高
須
輪
中
の
総
石
高
は
三
万
三
千
石
で
、
そ
の
内
訳
は
高
須
領
|
三
九
%
、
天
領
三
八
%
、
尾
張
領
二

O
M、
そ
の
他
が
三
屈
で
あ
っ

た
。
高
須
領
は
こ
の
輪
中
の
中
央
部
を
領
有
し
、
天
領
は
海
抜
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
位
部
と
条
件
の
悪
い
低
位
部
(
本
阿
弥
輪
中
・
金

廻
輪
中
)

に
分
れ
て
お
り
、
尾
張
領
は
今
尾
の
南
東
部
に
多
く
集
っ
て
い
た
。
同
一
輪
中
内
に
諸
藩
の
領
土
が
分
散
し
、
錯
綜
と
し
て
い

た
こ
と
は
水
害
の
復
旧
を
よ
り
困
難
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
美
濃
六
二
万
石
の
三
分
の
一
が
天
領
で
あ
り
、
私
領
の
な
か
に
多
く
の
天

領
が
介
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
幕
府
が
治
水
行
政
の
全
般
を
一
元
的
に
支
配
す
る
慣
例
を
つ
く
り
、
そ
の
出
先
で
あ
る
笠
松
代
宮
所
が
こ

れ
を
担
当
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
輪
中
も
そ
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

破
堤
に
よ
る
水
害
の
特
色

( 

一、J
決
壊
箇
所
の
分
布

高
須
輪
中
は
複
合
輪
中
で
あ
る
か
ら
、
元
の
輪
中
の
境
界
に
「
中
堤
」
と
呼
ば
れ
る
小
堤
が
あ
り
、
三
合
目
ま
で
の
洪
水
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
た
。
輪
中
は
北
東
部
が
高
く
南
西
部
に
低
い
地
形
で
あ
る
か
ら
、
北
部
の
堤
防
が
決
壊
す
れ
ば
洪
水
は
中
堤
を
越
流
し
て
、

tま
ぽ

一
昼
夜
で
全
域
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
反
対
に
南
部
が
決
壊
し
た
大
水
害
の
場
合
は
、
洪
水
波
は
逆
流
し
て
、
需
筋
か
ら
中
堤
を
破
り
、

他
輪
中
に
も
お
よ
ん
だ
が
、

一
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
南
部
は
決
壊
の
日
か
ら
仮
締
切
の
終
る
二

l

一
一
一
カ
月
間
、

と
き
に
は
半
年
間
も
湛
水
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

慶
長
八
年
ご
六

O
三
)
か
ら
明
治
二
九
年
ご
八
九
六
)

に
い
た
る
こ
九
四
年
間
の
う
ち
、
外
堤
の
決
壊
数
は
四
七
回
で
あ
る
か



ら
、
平
均
に
す
れ
ば
六
・
三
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
年
間
に
二
回
以
上
の
決
壊
が
八
年
(
元
和
二
・
延
宝
二
・
同
七
・

元
文
一
・
覧
政
一

0
・
同
一
一
・
文
化
二
了
明
治
三
九
)
あ
り
、
ま
た
三
年
1
四
年
も
続
い
た
連
続
水
害
が
あ
り
、
そ
の
回
数
は
平
均

だ
け
で
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
外
川
別
の
決
壊
は
第
一
表
の
ご
と
く
揖
斐
川
筋
が
一
一
一
一
回
(
四
六
・
人
形
)
、
木
曾
川
が
一
五
回
(
三

一
・
九
日
月
)
、
長
良
川
が
七
回
、
大
樽
川
が
三
田
で
あ
っ
た
。

輪
中
別
で
は
面
積
の
広
い
旧
高
須
輪
中
が
一
一
二
回
、

本
阿
弥
輪
中
が
一
六

回
、
福
江
輪
中
が
五
回
、
金
廻
輪
中
が
四
回
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
決
壊
箇
所
を
時
代
別
に
調
べ
た
場
合
は
、
お
お
よ
そ
川
筋
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
定
ま
っ
た
順
序
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
近

咋

世

に

入

っ

て

い

ち

早

く

決

壊

し

た

の

は

長

良

川

筋

で

あ

り

、

。，“治明年

ιva
向。。
劇

長

決

慶

甲
h
H河

口刀中輪ロu
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第1表

輪中名l木劃111長良川|大樽J111椴 )111合計|百分1
!日高須 9 1 7 1 3 1 3 1 22 1 46 

本阿弥 16 16 34.0 

福江 5 5 10.6 

金廻 1 3 4 .8.6 

合計 15 7 3 22 47 100% 

百分比 31. 9 14.9 6.4 46.8 100% 

つ
ぎ
が
木
曾
川
で
、
三
番
目
が
揖

斐
川
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
決
定
的
と
は
言
い
得
な
い
が
、
同
年
代
の
破
堤
の
集
中
度
を
数
え
る

な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
、
輪
中
の
開
発
年
代
と
天
井
川
の

進
行
状
態
に
何
等
か
の
相
関
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
輪
中
の
成
立
当
時
の
堤
防

は
、
洪
水
を
防
ぐ
に
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
長
い
年
月
に
は
天
井
川
が
進
行
し
て
水
害
を

頻
発
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
連
続
的
な
決
壊
が
起
る
と
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
堤
防

の
島
高
上
げ
や
障
害
物
の
取
払
い
工
事
が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
暫
く
は
洪
水
が
遠
ざ
か
る
と
い
ゲ

具
合
で
あ
る
。

河
川
の
状
況
に
つ
い
て
言
え
ば
、
長
良
川
・
木
曾
川
筋
は
比
較
的
自
然
堤
防
の
発
達
、
が
よ

く
、
堅
固
に
防
衛
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
長
い
川
筋
に
対
し
て
一
様
と
い
う
わ
け
で
は
な
か

っ
た
。
木
曾
川
は
、
成
戸
で
長
良
川
と
合
流
し
て
水
嵩
を
増
し
た
が
、
幅
員
は
今
日
ほ
ど
広
く
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な
く
、
河
道
も
部
分
的
に
蛇
行
し
て
い
た
。
ま
た
、
提
斐
川
は
上
流
で
中
須
川
・
中
村
川
・
大
樽
川
を
合
せ
、
さ
ら
に
杭
瀬
川
・
牧
田
川

の
水
を
集
め
て
水
量
を
増
大
さ
せ
、
今
尾
の
上
流
で
感
潮
河
川
に
移
行
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
よ
り
下
流
の
本
阿
弥
輪
中
・
金
廻
輪

中
な
ど
は
満
潮
と
洪
水
が
重
な
っ
た
り
、
と
き
に
は
高
潮
と
洪
水
が
重
な
っ
て
異
常
に
水
位
を
高
揚
さ
せ
た
。
な
お
藩
政
時
代
の
揖
斐
川

は
、
木
曾
川
と
同
様
幅
員
が
狭
く
、
局
所
的
に
屈
曲
・
凹
凸
の
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
破
堤
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
。

本
阿
弥
輪
中
に
お
け
る
九
回
の
決
壊
は
、
万
寿
新
田
の
玖
樋
の
吹
き
抜
け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
大
江
川
・
中
江
川
・

福
江
輪
中
・
金
廻
輪
中
な
ど
の
排
水
樋
門
が
二

O
般
近
く
集
っ
て
お
り
、
構
造
も
複
雑
で
、
木
造
の
樋
管
に
対
し
て
強
い
水
圧
が
か
か

ま
た
、

四
七
回
の
決
壊
を
月
別
に
す
る
と
八
月
i
一一一回、

り
、
腐
朽
の
程
度
と
付
替
の
時
機
に
微
妙
な
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

四
月
|
六
回
、
九
月
l

五
月

l
一
O
回
、
六
月
|
八
回
、
七
月

l
七
回
、

二
回
、
二
・
三
月
l
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
暦
で
あ
る
か
ら
、
最
多
の
八
月
は
新
暦
で
は
九
月
、
ま
た
五
月
は
六
月
に
二
回
、

相
当
す
る
か
ら
、
梅
雨
と
台
風
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
夏
季
の
増
水
期
が
危
険
で
あ
っ
た
こ
と
は
今
日
と
変
り
が
な
い
。

( 

一一、J

連
続
的
水
害

高須輪中の決壊箇所

水
害
は
き
わ
め
て
偶
発
的
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

仔
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
三

O
I五
O
年
の
周
期
に
し
た

が
っ
て
連
続
的
に
起
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
水
害
が
、
農

民
に
と
っ
て
は
最
も
深
刻
で
あ
り
、
生
産
は
徹
底
的
に
破
壊

第3図

さ
れ
、
余
穀
は
蕩
尽
さ
れ
て
必
ず
飢
餓
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。



第
一
回
の
連
続
的
水
害
は
、
畏
良
川
筋
の
脇
田
堤
が
元
和
二
年
(
一
六
二
ハ
)

に
二
度
決
壊
し
、
翌
年
に
も
同
所
が
重
ね
て
破
堤
し
、

輪
中
一
円
が
入
水
し
た
。
こ
の
た
め
新
川
を
開
撃
し
て
長
良
川
の
水
勢
を
緩
和
し
よ
う
と
し
、
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
に
そ
れ
を
完
成

さ
せ
た
の
が
大
樽
川
(
4
〉
で
あ
る
。

-
寛
永
六
年
(
一
六
二
九
)

-
同
一
一
一
年
(
一
六
三
五
)
に
も
長

そ
の
後
元
和
六
年
(
一
六
二

O
)

良
川
筋
が
決
壊
し
た
。
高
須
輪
中
で
は
、
慶
長
八
年
こ
六

O
三
)
か
ら
慶
安
三
年
(
一
六
五

O
)
ま
で
の
四
八
年
間
に
七
回
の
決
壌
が

記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
六
回
は
長
良
川
筋
で
起
っ
て
い
る
。
こ
の
川
筋
は
高
須
輪
中
の
北
東
部
に
位
置
し
、
開
発
の
歴
史
が
古

く
、
自
然
堤
防
の
発
達
も
良
好
で
あ
っ
た
が
、

河
道
が
脇
田
村
・
西
小
薮
村
付
近
で
大
き
く
湾
曲
(

5

)

し
て
い
た
こ
と
と
、

す
ぐ
下
流
で

木
骨
川
に
合
流
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
長
良
川
は
流
量
の
大
き
い
木
曾
川
に
流
れ
を
押
え
ら
れ
て
水
嵩
を
増
し
、
合

流
場
所
で
は
逆
流
現
象
も
し
ば
し
ば
起
っ
て
い
た
。
大
樽
川
の
開
撃
は
適
切
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
天
井
川
が
常
に
高
揚
す
る
の
に
対
し

堤
防
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
川
筋
で
は
そ
の
後
も
三
回
ほ
ど
間
歌
的
な
水
警
に
襲
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

高須輪中の水害についての考察

第
二
回
は
元
穂
一
一
一

1
一
五
年
(
一
六
九
九

1
一
七

O
二
)
に
続
く
水
害
で
あ
る
が
、
揖
斐
川
筋
の
一
回
の
破
堤
を
除
け
ば
他
は
木
曾

川
筋
で
起
っ
て
い
る
。
こ
の
水
害
の
原
因
は
、
三
川
の
下
流
の
百
姓
が
、
河
川
敷
の
付
州
に
新
田
を
開
い
て
川
幅
を
せ
ば
め
、
猿
尾
・
杭

出
を
設
け
て
水
落
を
妨
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
高
須
・
本
阿
弥
・
福
束
の
三
輪
中
七
二
カ
村
の
百
姓
が
、
幕
府
の
評
定
所
に
対

し
、
桑
名
領
(
与
左
衛
門
新
聞
)

-
長
島
領
(
下
坂
手
村
・
下
千
倉
村
)
を
相
手
と
し
て
訴
訟
を
起
し
た
が
、
結
論
は
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
え
両
者
に
意
見
の
相
違
は
あ
っ
て
も
、
水
害
の
頻
発
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
、
老
中
の

た
。
そ
こ
で
笠
松
郡
代
辻
六
郎
左
衛
門
は
、

裁
許
を
得
て
美
濃
諸
川
の
大
改
修
を
断
行
さ
せ
た
。

」
れ
が
有
名
な

「
宝
永
の
大
取
払
」
ハ
6
)
で
、
河
川
敷
の
家
屋
・
タ
ケ
ヤ
プ
・
ヤ
ナ
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ギ
・
ヨ
シ
・
そ
の
他
の
樹
木
・
猿
尾
な
ど
水
落
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
一
切
の
も
の
が
取
り
払
わ
れ
た
。

第
三
回
の
連
続
的
水
害
は
、
元
文
元
年
ご
七
三
六
)
に
二
回
と
そ
の
翌
年
に
起
っ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
揖
斐
川
筋
に
伏
込
ま
れ
た
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河
床
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
、
享
保
一
七
年
(
一
七
三
二
)

万
寿
新
田
の
玖
の
吹
抜
け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
宝
永
の
大
取
払
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
三

O
年
余
り
を
経
過
し
て
お
り
、

が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

に
、
横
手
堤
か
ら
万
寿
新
田
へ
江
下
げ
し
た
玖
の
構
造
と
、
付
替
に
欠
陥

第
四
回
は
、
元
文
か
ら
五

O
年
後
の
寛
政
一

O
年
・
一
一
年
(
一
七
九
八
・
一
七
九
九
)

に
お
の
お
の
こ
回
ず
つ
起
っ
て
お
り
、
う
ち

一
回
は
万
寿
新
田
の
玖
の
吹
抜
け
で
あ
っ
た
。
な
お
寛
政
一

O
年
四
月
八
日
の
水
害
は
、
前
代
未
聞
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
契
機

一一堤 防

#共持決壊箇所

一→洪水の方向

m ま入・樋門
(佐野家文書による)

に
し
て
大
名
御
手
伝
が
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
第
五
回
は
、
寛
政
の
水
害
か

ら
三

O
数
年
を
経
た
天
保
六
・
七
・
九
・
一

O

文化元年の破堤状況図

年
こ
八
三
五
・
三
六
・
三
八
・
三
九
)
に
続
く

水
害
で
、
う
ち
三
回
は
揖
斐
川
筋
で
起
っ
て
い

る
。
な
お
天
保
六
年
の
水
害
は
、
わ
ず
か
な
増

水
で
玖
が
吹
抜
け
た
た
め
、
手
抜
工
事
の
風
説

が
起
り
、

万
寿
騒
動
と
よ
ぶ
百
姓
一
挟
(
7
u

に

第4図

発
展
し
た
。
幕
府
は
こ
れ
を
重
視
し
、
天
保

一
年
(
一
八
四

O
)
公
儀
普
請
に
よ
り
、
揖
斐
川

筋
の
要
所
を
四

1
五
尺
ほ
ど
嵩
上
げ
し
た
た

め
、
明
治
に
至
る
ま
で
外
堤
の
決
壊
を
見
る
こ



と
な
く
、
豊
作
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

(
三
)
水
害
の
事
例

(a) 

文
化
元
年
の
水
害

水
害
を
詳
述
し
た
資
料
は
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
こ
の
中
か
ら
、
南
部
地
域
の
事
例
と
し
て
文
化
元
年
(
一
八

O
四
)

の
記
録
を
あ
げ

て
み
た
い
。
こ
の
年
の
八
月
二
八
日
は
、
早
朝
か
ら
大
雨
が
あ
っ
て
揖
斐
川
筋
が
増
水
し
、
二
九
日
の
夜
七
ツ
時
に
至
り
、
安
田
村
の
堤

が
九
合
七
勺
の
水
で
決
壊
し
、
流
失
一
家
屋
一
七

l
八
軒
・
溺
死
者
三

O
人
ほ
ど
の
被
害
を
出
し
た
。
ま
た
同
時
刻
、
油
島
新
田
で
も
本
堤

が
決
壊
し
、
江
内
村
で
は
堤
防
の
所
々
に
欠
所
(

8

)

が
起
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お

「
高
須
輪
中
水
害
記
録
」
ハ
ー
に
よ
れ
ば
「
文
化
元

子
年
八
月
二
十
九
日
西
江
村
安
田
堤
防
欠
壊
、
願
船
寺
流
出
、
此
ノ
寺
ニ
堤
防
欠
壊
ヲ
虞
レ
避
難
セ
シ
モ
ノ
男
女
五
十
四
人
、
死
ヲ
共
-
一

ス
ル
覚
悟
ニ
テ
一
同
麻
ノ
細
引
ニ
テ
珠
数
繋
キ
ト
ナ
リ
、

一
同
流
出
死
亡
、
願
船
寺
家
族
モ
全
部
死
亡
セ
リ
、
此
時
江
内
村
金
廻
堤
防
モ

高須輪中の水害についての考察

欠
壊
、
大
風
ア
リ
流
家
磐
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
両
者
に
は
死
亡
数
に
つ
い
て
相
違
が
あ
る
が
、
佐
野
家
の
万
覚
帳
に
「
八
月
二
十
九
日

明
七
ツ
時
安
田
村
堤
切
入
、
同
刻
金
廻
村
切
入
、
大
風
流
家
大
分
、
流
死
弐
拾
八
人
、
本
阿
弥
新
田
の
演
家
八
軒
」
と
あ
る
か
ら
、
死
を

覚
悟
し
て
避
難
し
て
い
た
五
四
人
中
の
二
八
人
が
流
死
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
願
船
寺
は
佐
野
家
の
檀
那
寺
で
あ
る
点

を
注
目
し
た
い
。
な
お
文
化
元
年
の
水
害
を
除
け
ば
、
概
し
て
流
死
者
の
少
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
常
に
避
難
準
備
が
整
つ

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
避
難
場
所
と
し
て
は
、
堤
防
沿
い
の
寺
社
が
選
ば
れ
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
助
命
檀
と
呼
ん
で
い

た
が
、
不
運
に
も
こ
の
堤
防
が
決
壊
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
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こ
の
と
き
は
安
田
村
と
油
島
新
田
の
二
カ
所
が
、
夜
七
ツ
時
に
決
壊
し
て
一
斉
に
浸
水
し
た
。

洪
水
波
は
ま
ず
旧
輪
中
の
中
堤
・
除

(
よ
げ
)
堤
に
激
突
し
、
こ
こ
を
越
流
(
平
越
と
い
う
)
し
、

ま
た
は
押
し
切
っ
て
他
地
区
へ
浸
水
し
、
さ
ら
に
大
江
川
を
北
上
し
た
。
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な
お
旧
輪
中
の
境
界
と
、
大
江
川
(
藩
政
時
代
の
大
江
通
)

に
設
け
ら
れ
た
中
堤
は
、
一
ニ
合
自
の
防
水
を
規
準
と
し
た
た
め
、
こ
れ
を
越

え
た
場
合
は
如
何
と
も
な
し
得
ず
、
第
四
図
の
ご
と
く
欠
壊
(
洗
切
)

-
破
損
(
欠
所
)
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
中
堤
の
存
在

は
、
洪
水
波
の
破
壊
力
を
減
殺
さ
せ
る
効
果
が
大
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
は
今
日
で
も
危
険
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水

害
の
翌
年
、

大
名
御
手
伝
普
請

auが
行
な
わ
れ
、

上
記
の
大
江
通
も
一

O
四
両
永
八
回
文
の
経
費
に
よ
っ
て
復
旧
を
み
る
こ
と
と
な
っ

Tこ
(b) 

明
治
二
九
年
の
水
害

大
水
害
と
し
て
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
、
明
治
二
九
年
ご
八
九
六
)

の
水
害
が
最
後
で
あ
り
、
こ
の
年
は
三
回
の
洪
水
に
襲
わ

れ
た
が
、

い
ず
れ
も
台
風
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
は
、
七
月
一
九
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
が
二
一
日
に
至
っ
て
水
嵩
を
増
し
、

特
に
長
良
川
・
揖
斐
川
筋
が
出
水
し
、
午
後
五
時
三

O
分
に
北
東
端
の
勝
賀
、
六
時
に
は
北
西
端
の
今
尾
が
お
の
お
の
一

O
O間
ほ
ど
決

壊
し
、

た
ち
ま
ち
高
須
輪
中
一
円
が
泥
海
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
高
須
町
・
今
尾
町
の
民
家
の
浸
水
は
庇
(
ひ
さ
し
)
以
上
に
達
し
、
電

柱
の
頂
部
が
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
突
き
出
る
の
み
で
、
電
線
が
舟
行
を
妨
げ
、
救
助
に
困
る
と
い
う
奇
現
象
を
呈
し
た
。
二
回
目
は
八
月
三

O
日
の
台
風
に
よ
る
降
雨
が
原
因
し
、
午
後
一
一
時
に
は
前
回
の
需
が
再
び
決
壊
し
て
輪
中
全
体
が
湖
水
状
態
に
な
っ
た
。

三
回
目
は
、
九
月
入
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
が
一

O
日
に
至
る
も
止
ま
ず
、
ま
す
ま
す
増
水
し
、

一
O
日
朝
七
時
に
は
床
上
浸
水
と
な

り
、
午
後
六
時
三

O
分
に
は
前
回
の
需
が
重
ね
て
決
壊
し
て
水
嵩
を
増
し
た
。
こ
の
時
の
海
西
・
下
石
津
郡
役
所
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
こ

の
郡
役
所
は
高
須
町
の
最
高
所
に
あ
っ
た
が
、
濁
水
が
役
所
の
書
架
に
達
し
た
の
で
、
舟
を
庁
舎
に
ひ
き
入
れ
こ
れ
に
書
類
を
移
し
て
保

管
し
た
。
一
一
日
は
ま
ず
ま
ず
増
水
し
、
郡
役
所
の
浸
水
は
床
上
回
尺
五
寸
と
な
り
、
七
月
の
浸
水
よ
り
二
尺
五
寸
ほ
ど
深
く
、
民
家
は
ほ

と
ん
ど
屋
根
ま
で
浸
水
し
た
。
そ
の
夜
郡
役
所
で
は
、
郡
長
以
下
職
員
小
使
な
ど
一

O
余
名
が
事
務
室
に
舟
を
入
れ
て
こ
れ
に
乗
り
、
夜



を
徹
し
た
と
い
う
。
以
下
は
郡
長
山
下
中
二
の
記
録
の
一
端
で
あ
る
が
、
当
日
の
状
況
が
初
梯
と
さ
れ
る
。

九
月
十
一
日
ノ
夜
ノ
大
風
ハ
浸
水
中
ノ
事
ナ
レ
ハ
最
モ
凄
惨
ノ
状
ヲ
呈
セ
リ
、
午
後
漸
次
増
水
夜
-
一
入
リ
、
郡
役
所
床
上
回
尺
五
寸
ニ
達
シ
、
七
月

入
水
ノ
量
ヨ
リ
深
キ
コ
ト
更
ニ
二
尺
五
寸
許
、
民
戸
ハ
浸
水
檎
上
-
一
達
セ
シ
モ
ノ
無
算
、
此
夜
郡
役
所
-
一
ハ
本
官
並
エ
郡
書
記
、
小
使
船
夫
等
十
余
人

皆
船
中
ニ
泊
シ
夕
日
。
午
後
十
時
頃
ヨ
リ
東
風
雨
ヲ
加
へ
テ
起
リ
、
終
ニ
風
風
ト
ナ
リ
、
同
十
二
時
前
後
最
モ
猛
烈
ヲ
極
ム
、
暫
ア
リ
テ
風
位
南
-
一
変

シ
、
翌
日
午
前
三
時
婁
時
閉
息
シ
、
間
三
十
分
頃
ヨ
リ
更
ニ
西
風
起
リ
、
同
四
時
前
後
に
歌
ム
、
此
ノ
間
事
務
室
床
上
-
一
浮
へ
ル
船
ハ
激
浪
ユ
揚
簸
セ

ラ
レ
、
柱
エ
触
ル
、
機
立
耳
ヲ
撲
チ
四
壁
震
動
シ
、
将
ニ
船
ト
共
一
一
破
壊
セ
ソ
ト
シ
危
機
一
髪
人
々
大
-
一
警
戒
ス
ル
所
ア
リ
シ
ニ
、
去
ア
ニ
事
ナ
グ
シ
テ

止
ミ
タ
ル
ハ
定
ニ
一
太
祐
ト
謂
フ
ヘ
シ
乎
。
云
々

な
お
岐
阜
県
水
災
誌
に
書
か
れ
た
こ
の
輪
中
の
主
な
る
流
出
建
物
は
、
高
須
・
今
尾
の
両
警
察
署
、
大
垣
裁
判
所
の
高
須
・
今
尾
両
出

張
所
、

日
下
丸
・
内
記
・
安
田
・
脇
野
小
学
校
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
民
家
は
無
数
で
、
漂
流
物
が
水
面
を
埋
め
、
凌
惨
を
き
わ
め
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
三
回
の
水
害
に
よ
る
岐
阜
県
下
の
死
者
は
一
八
九
人
、

七
月
の
水
害
が
三
一
人
、
九
月
が
一
五
八
人
で
あ
っ
た
。
な
お

高須輪中の水害についての考察

九
月
だ
け
の
死
者
に
つ
い
て
言
え
ば
下
石
津
郡
|
八
三
人
(
五
三
%
)
、
安
八
郡
|
五
八
人
(
三
七
%
)
、

そ

海
西
郡
|
八
人
(
五
%
)
、

の
他
の
諾
郡
が
九
人
(
五
形
)
と
記
録
さ
れ
、
う
ち
高
須
町
だ
け
の
死
者
は
三
九
人
(
一
一
五
%
)

で
あ
っ
た
。
当
時
の
高
須
輪
中
は
三
郡

(
下
石
津
・
安
入
・
海
西
)
に
ま
た
が
っ
て
い
て
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
関
係
の
三
郡
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
水
害
の
中
心
が
大

垣
か
ら
高
須
に
至
る
揖
斐
川
筋
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

四

湛
水
に
よ
る
間
接
災
害

169 

( 

一、旬J
株
井
戸
問
題

外
水
対
策
は
、
輪
中
が
一
体
と
な
っ
て
水
防
に
当
た
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
内
水
処
理
で
は
、
各
排
水
区
に
よ
っ
て
多
少
事
情
を
異
に
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し
て
い
た
。
特
に
高
須
輪
中
の
三
分
の
こ
の
面
積
を
占
め
る
大
江
排
水
区
は
、

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
位
部
と
そ
れ
以
下
の
低
位
部
が
相

半
ば
し
、
水
利
状
況
が
異
っ
て
い
た
た
め
に
激
し
く
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
輪
中
は
外
川
か
ら
濯
概
用
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
高
位
部
は
常
に
濯
淑
用
水
の
不
足
に
苦
し
ん
だ
の
に
対
し
、
低
位
部
は
後
背
湿
地
の
た
め
過
水
に
な
り
や
す
い
状
態
で
あ
っ

た
。
こ
の
排
水
区
の
悪
水
は
、
大
江
川
を
通
し
て
揖
斐
川
へ
排
水
さ
れ
て
い
た
が
、
揖
斐
川
の
河
床
が
上
昇
す
る
に
し
た
が
い
、
低
位
部

は
ま
ず
ま
ず
条
件
が
悪
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
、
藩
政
末
期
に
据
抜
井
戸
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
高
位
部
で
は
急

速
に
こ
れ
が
普
及
し
、
濯
祇
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
低
位
部
で
は
常
時
過
剰
な
水
に
苦
し
ん
で
い
た

と
こ
ろ
で
畳
夜
の
別
な
く
自
噴
す
る
掘
抜
井
戸
の
余
水
が
流
れ
こ
む
た
め
に
、
利
水
と
排
水
を
め
ぐ
っ
て
上
下
郷
が
激
し
く
争
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

「
株
井
戸
」

と
し
て
あ
る
程
度
の
妥
協
を
見
い
だ
し
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
筆
者
の
研
究
2
vが
あ
る
の
で
そ

れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

r、、
一一) 

本
阿
弥
新
回
に
お
け
る
取
箇
米
の
減
少

本
阿
弥
輪
中
は
、
こ
の
輪
中
の
南
西
部
に
位
置
す
る
中
江
川
の
排
水
区
で
、
大
部
分
が
低
湿
な
後
背
湿
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
輪
中
の
村

々
は
、

い
ず
れ
も
開
田
当
時
は
排
水
が
良
好
で
か
な
り
高
い
収
量
が
得
ら
れ
た
が
、
数
十
年
後
に
は
揖
斐
川
が
天
井
川
と
な
り
、
次
第
に

排
水
が
悪
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

藩
政
時
代
の
生
産
力
の
指
標
と
し
て
取
箇
米
の
納
入
石
数
を
考
え
、
こ
の
輪
中
の
本
阿
弥
新
田
に
つ
い
て
、
取
箇
米
と
湛
水
の
因
果
関

係
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
阿
弥
新
田
は
、
慶
安
二
年
こ
六
四
九
)

に
開
国
さ
れ
た
村
高
一
八
三
六
石
九
斗
七
升
(
反
別
一
八
三
町
六
反
九
畝
二
一
歩
)
、
石
盛

一
反
一
石
の
村
で
あ
っ
た
。
開
田
か
ら
三

O
年
ぐ
ら
い
は
年
平
均
六

O
O石
ほ
ど
の
取
箇
米
を
納
入
し
、
豊
作
年
に
は
一

0
0
0石
を
越
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堀上回

高

村
反
別

200町歩

100 

150 

50 

。

村一一一

堀
上
回
開
発

残一一一一高

宝
暦
治
水

1750 

普通図

1700 

村

高

水斉の数

1655 

え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
元
禄
年
間
(
一
六
人
入

t
一
七

O
三
)
の
平

均
は
五
一
四
石
、
そ
の
後
急
速
に
低
下
し
宝
永
年
間
(
一
七

O
四
1

一
七
一

O
)
に
は
三
三
五
石
と
な
っ
た
。
開
国
か
ら
七

O
年
を
経
た

享
保
の
前
半
(
一
七
一
六

t
一
七
二
五
)

は
二
三
八
石
、
同
年
の
後

本阿弥新田の村高と年貢米の推移

半
こ
七
二
六

l
一
七
三
五
)
は
一

O
O石
に
激
減
し
た
。
さ
ら
に

延
享
三
年
か
ら
宝
暦
五
年
(
一
七
四
六

t
一
七
五
五
)
に
至
る
時
代

は
、
わ
ず
か
三

t
四
石
と
い
う
全
く
信
じ
ら
れ
な
い
状
態
に
落
ち
込

み
、
遂
に
は
全
体
が
亡
所
田
に
変
容
し
た
。

近
隣
の
諸
輪
中
に
お
い
て
も
こ
れ
と
同
様
の
減
収
傾
向
が
起
っ
て

い
た
。
天
領
に
属
す
る
近
隣
五
カ
輪
中
の
入
カ
村
(
本
阿
弥
輪
中
|

帆
引
新
田
・
本
阿
弥
新
田
・
安
田
新
田
、
太
田
輪
中
1

太
田
新
田
、

第5図

七
郷
輪
中
|
福
永
村
・
上
之
郷
村
、
金
廻
輪
中
l

金
廻
村
、
旧
日
原

輪
中
l
森
下
村
)
が
、
享
保
元
年
か
ら
同
一

O
年
(
一
七
一
六

t
一

七
二
五
)

に
納
め
た
取
箇
米
の
合
計
石
数
は
一
六

O
六
二
石
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
二
三
年
を
経
過
し
た
後
の
九
年
間
ご
七
四
八
l

一
一
一
一
五
石
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
前
者
の
七
%
に
す
ぎ
ず
、
窮
之
し
た
農
民
は
宝
暦
一
四
年

一
七
五
六
)

の
納
入
石
数
は
、
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(
一
七
六
回
)
笠
松
・
多
良
両
役
所
へ
実
状
を
訴
え
、
油
島
を
締
切
っ
て
窮
状
を
打
開
し
て
ほ
し
い
と
嘆
願
し
た
が
、
以
下
は
そ
の
一
節

で
あ
る
。

右
五
ケ
輪
中
御
料
村
々
に
て
、
享
保
元
申
年
ぷ
悶
十
巴
之
年
ま
で
十
ヶ
年
之
御
取
米
壱
万
六
千
六
拾
弐
石
余
上
納
仕
候
、
寛
延
元
辰
年
ぷ
宝
瞬
間
六
子
之

年
迄
十
ヶ
年
之
御
取
米
、
千
百
弐
拾
五
石
余
ニ
相
成
申
候
越
、
御
免
定
之
面
乍
恐
メ
寄
セ
如
此
御
座
候
。
云
々
ハ
ロ
〉

な
お
上
記
の
期
聞
を
本
阿
弥
新
田
の
そ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、
前
期
(
一
七
一
六

t
一
七
二
五
)

の
取
箇
米
は
一
二
四

O
石
(
一
カ
年

は
水
損
不
納
年
)
で
あ
っ
た
が
、
後
者
(
一
七
四
八

l
一
七
五
六
)
は
わ
ず
か
に
三
四
石
(
一
年
は
水
損
不
納
年
)

に
す
ぎ
ず
、
こ
の
割

合
は
前
者
の
一
・
六
形
と
い
う
驚
く
べ
き
減
少
で
あ
る
。

元
文
元
年
こ
七
三
六
)
か
ら
安
永
田
年
(
一
七
七
五
)

に
至
る
四

0
年
聞
は
、
水
田
が
全
く
荒
廃
し
、

田
は
三

l
四
尺
の
深
水
で
稲

の
植
付
が
で
き
ず
、
百
姓
は
他
村
へ
出
作
り
し
た
り
、
出
奉
公
を
し
て
飢
を
し
の
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
四

0
年
間
の
取
箇
米
の

累
計
は
、
二
六
六
石
三
斗
六
升
八
合
(
う
ち
四
カ
年
は
入
水
の
た
め
不
納
)

で
あ
っ
た
か
ら
、
年
平
均
で
は
七
石
三
斗
九
升
九
合
に
す
ぎ

工
、
。
£
h

岡、

4
t
-
v
d
J
ふ
イ

四
0
年
間
の
前
半
が
一
一
石
平
均
、
後
半
は
わ
ず
か
三
石
八
斗
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
作
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
揖

斐
川
筋
の
輪
端
部
の
村
々
に
共
通
し
て
お
り
、
こ
と
に
輪
端
部
は
天
領
で
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
幕
府
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
た
っ
た
。
三
川
流
域
の
治
水
権
は
幕
府
が
掌
握
し
て
い
た
か
ら
、
新
規
に
大
名
御
手
伝
普
請
を
採
用
し
、
主
に
外
様
大
名
を
動
員
し
て

揖
斐
川
筋
の
亡
所
由
化
を
防
ご
う
と
し
た
。

宝
暦
・
明
和
の
御
手
伝
普
請
に
よ
り
、
油
島
と
大
樽
川
が
締
切
ら
れ
た
た
め
、
揖
斐
川
の
水
位
は
著
し
く
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
の
本
阿
弥
新
田
の
田
は
、
常
に
湛
水
し
て
畑
ま
で
水
が
乗
る
有
様
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
工
事
を
契
機
と
し
て
堀
上
田

〈
堀
田
)
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
安
永
三
年
か
ら
明
治
五
年
(
一
七
七
四

l
一
八
七
二
)

に
至
る
一

0
0年
間
の
取



箇
米
の
納
入
状
況
を
、
前
期
(
安
永
三

l
文
化
六
)
|
三
六
年
間
、
中
期
(
文
化
七

l
嘉
永
二
)
|
四

0
年
間
、
後
期
(
嘉
永
三

l
明
治

五

)
1二
一
ニ
年
に
分
け
、
各
期
の
一
カ
年
の
平
均
値
を
求
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
期
は
一
一
石
六
斗
六
合
で
あ
っ

た
が
、
中
期
は
三
七
石
一
斗
一
升
一
合
に
増
大
し
、
さ
ら
に
後
期
は
五
三
石
四
斗
ニ
升
四
合
の
増
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
均
値
で

あ
っ
て
、
年
々
の
納
入
状
況
は
洪
水
・
内
溜
な
ど
に
よ
り
一
様
で
な
い
が
、
前
期
か
ら
後
期
へ
と
着
実
に
増
徴
さ
れ
、
中
期
の
取
箇
米
は

前
期
の
コ
了
二
倍
、
後
期
は
四
・
六
倍
へ
と
高
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
箇
米
の
増
加
は
、
堀
上
田
の
面
積
の
増
大
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
排
水
樋
門
付
近
の
波
諜
を
行
な
っ
た
こ
と
と
、
堀
上
田
を
絶
え
ず
地
上
げ
し
整
備
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
第

五
図
に
よ
り
長
期
的
に
取
箇
米
を
考
え
る
と
、
間
歌
的
に
襲
来
す
る
洪
水
よ
り
も
、
排
水
河
川
で
あ
る
揖
斐
川
の
河
床
の
状
況
と
、
水
位

の
多
少
が
輪
内
に
強
く
影
響
し
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

高須輪中の水害についての考察

五

高
須
輪
中
の
治
水
対
策

/'-、

一
) 

堤
防
普
請
の
概
要

美
濃
の
天
領
は
、
幕
府
の
穀
倉
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
「
特
に
御
回
米
早
廻
等
仰
付
け
ら
れ
侯
国
」
と
言
わ
れ
た
ご
と
く
、
笠
松
代
官
所

は
、
領
内
の
取
箇
米
を
江
戸
へ
廻
送
す
る
こ
と
を
重
要
な
任
務
と
し
た
。
こ
の
た
め
治
水
問
題
は
重
大
で
あ
り
、
そ
の
維
持
管
理
に
は
き

び
し
い
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
特
に
三
川
流
域
の
輪
中
地
域
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
自
然
条
件
に
よ
り
、
年
々
多
量
の
土
砂
が
運
搬
さ

れ
て
天
井
川
と
な
り
、
そ
れ
だ
け
危
険
度
を
加
え
、
輸
内
で
は
排
水
不
良
の
荒
廃
地
を
増
大
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
を
維
持
す
る

173 

た
め
に
は
治
水
問
題
が
重
要
で
あ
り
、

「
濃
州
国
法
」
と
い
う
川
普
請
の
制
度
が
生
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
特
に
こ
の
輪
中
に

深
い
関
係
の
あ
っ
た
も
の
は
、
ハ
円
公
儀
普
請
(
元
職
以
降
は
定
式
春
役
普
請
)
、
同
大
名
御
手
伝
普
請
、
日
開
百
姓
白
普
請
の
三
つ
で
あ
る
。
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本阿弥新田所属除堤・玖樋の普請明

細表

年 号 l御扶財米|御入金|輔の
石j斗升合 両i分 種類

天文1 1736 I 6612 |ム
寛保1 6!225 1313 
" 2 42 1313 
" 3 43 3[365 
宝暦4 54 

吋
。

" 8 58 ム
" 9 59 804 434!0 口
" 13 63 211 口
明和2 65 ヤ却

27m p B i 
口

" 3 66 

2085 7 3 7 

。
" 5 68 31355 ム
" 6 69 36i110 口
" 7 70 ム
安永2 73 

z64iz 00 議
口

" 3 74 ム
" 4 75 口
" 5 76 

色。" 6 77 

" 8 79 

天明 2 82 

1921金5 1 
。口

" 3 83 

" 5 85 口
" 6 86 口
" 7 87 合" 8 88 

寛政1 89 。
" 2 90 口
" 3 91 口
" 4 92 口
" 5 93 口
" 6 94 

口口。"τ 95 
" 8 96 

" 9 97 口
" 10 98 。口
fI " 
" 11 99 ム
ρ12 1800 口
字和1

51907 

8011 

" 2 57515 

" 3 46'2 
文化2

151620 " 6 1 口口" 12 

第2表三
川
流
域
に
あ
っ
て
は
毎
年
大
き
い
洪
水
が
起
り
普
請
を
必
要
と
し
て
い
た
が
、

請

る

普

請

よ

伝

普

に

請
手
請
役
録

普
御
普
春
董

役
名
破
破
骨

春
大
急
急
家

口
。
ム
〈
〉
野佐

御入金は分以下を切捨てる

に
左
右
さ
れ
て
一
様
で
な
か
っ
た
。

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
か
は
、
そ
の
と
き
の
政
治
状
勢

付
高
須
輪
中
に
あ
っ
て
は
、
毎
年
の
よ
う
に
定
式
春
役
普
請
が
行
な
わ
れ
た
が
、
大
規
模
な
普
請
は
大
名
御
手
伝
に
よ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
白
御
手
伝
普
請
は
、
延
享
四
年
(
一
七
四
七
)
か
ら
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)

に
至
る
ま
で
一
六
回
実
施
さ
れ
た
が
、
高
須
輪
中

は
、
い
つ
も
工
事
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
、
堤
防
の
嵩
上
げ
、
急
破
普
請
、
樋
門
の
伏
替
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
百
姓
自
普
請

は
、
百
姓
が
所
要
経
費
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
を
負
担
す
る
工
事
で
、
藩
政
末
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
、
幕
府
お
よ
び
政
府
の
財
政
窮



れ
た
も
の
で
あ
る
。

之
期
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
油
島
締
切
六
三
カ
村
組
合
と
か
、
大
樽
川
洗
堰
一
五
八
カ
村
組
合
な
ど
は
、
そ
の
た
め
に
つ
く
ら

( 

一一、旬J

水
防
の
実
体

こ
の
輪
中
は
木
曾
川
・
長
良
川
・
大
樽
川
・
揖
斐
川
に
包
囲
さ
れ
、
北
に
は
大
樽
川
の
洗
堰
、
南
に
は
油
島
の
喰
違
堰
が
あ
り
、
こ
れ

(
九
里
余
)
、

堤
の
規
模
は
南
部
で
は
根
敷
一
五
間

(
二
七
・
三

を
両
軸
と
し
た
輪
中
で
あ
っ
た
。
外
堤
の
長
さ
は
三
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
)
、
馬
踏
二
間
半
(
四
・
五
メ
ー
ト
ル
)
、
高
さ
二
間
半
ほ
ど
に
構
築
さ
れ
て
い
た
。
堤
防
の
修
築
は
原
則
と
し
て
公
儀
の
費
用

高須輪中の水害についての考察

A水防器具庫 l3

・水防員詰所 ~6

m 水防組境界
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で
賄
わ
れ
た
た
め
、
幕
府
は
こ
れ
を
重
視
し
、
洪
水
時
に
は
堤
防

方
の
役
人
を
急
拠
現
場
に
派
遣
し
、
堤
防
の
崩
壊
・
漏
水
な
ど
の

起
る
の
を
防
止
さ
せ
た
。
な
か
で
も
幾
っ
か
樋
門
の
集
る
万
寿
新

回
は
、
そ
の
核
心
と
さ
れ
て
い
た
。
濃
州
治
水
記
妙
に
よ
れ
ば
洪

水
時
に
は
堤
方
役
人
の
う
ち
七
人
を
こ
の
輪
中
に
派
遣
自
〉
し
た

」
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
定
員
(
一
一
一

t
一
四
人
)
か
ら
考

第B図

え
て
、
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
応
し
て
、
高
須
輪
中
で
は
輪
中
堤
を
八
つ
に
分
け
、

水
防
の
場
所
割
と
受
持
間
数
を
定
め
、
お
の
お
の
に
水
量
杭
や
水

防
器
具
庫
を
備
え
さ
せ
、
責
任
を
分
担
さ
せ
て
い
た
。
村
方
に
あ

つ
で
も
、
常
に
見
廻
っ
て
水
害
の
防
止
に
つ
と
め
、
急
破
お
よ
び
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定
式
普
請
の
た
め
領
主
別
に
責
任
者
を
選
出
さ
せ
て
い
た
が
、
天
保
二
一
年
(
一
八
四
一
)

の
総
代
は
一
三
名
門
M
)
で
あ
っ
た
。

藩
政
時
代
の
水
防
体
制
は
、
明
治
に
な
っ
て
一
層
整
備
さ
れ
、
明
治
一
七
年
(
一
八
八
四
)
に
「
高
須
輪
中
水
利
土
功
連
合
会
」
が
誕

生
し
、
「
輪
中
堤
塘
維
持
規
則
」
が
作
成
さ
れ
た
。
第
六
図
は
こ
の
規
則
の
別
表
を
図
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
八
組
の
水
防
体
制
は
港
政
時

代
の
も
の
を
引
き
継
い
も
だ
の
で
、
防
護
の
難
易
に
よ
っ
て
受
持
間
数
を
伸
縮
し
た
。
各
水
防
組
合
に
は
、
ニ
箇
所
ず
つ
の
水
防
詰
所
と

一
l
三
箇
所
の
水
防
器
具
庫
が
置
か
れ
、
こ
れ
に
格
納
す
る
俵
(
一
五

O
O俵
)
・
杭
(
三
間
|
五

O
本
・
二
間
|
ご

O
O本
・
一
丈

l
二

0
0本
)
、
そ
の
他
蛸
槌
・
掛
矢
・
拍
子
木
・
縄
・
松
明
な
ど
の
数
量
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
p

水
防
員
は
「
常
置
水
防
員
」
と
「
別
手
水

防
員
」
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
一
七
歳
l
五
O
歳
の
者
を
選
び
、
各
組
の
人
数
は
一

O
入

l
一
三
四
人
、
こ
れ
は
近
郷
の
者
で
組
織
さ
れ

た
。
後
者
は
、
二

O
歳
1
四
O
歳
ま
で
の
屈
強
な
者
を
選
ん
で
一
組
二

O
人
と
し
、
三
組
を
編
成
し
て
今
尾
村
・
成
戸
村
・
金
廻
村
の
三

要
所
に
派
遣
し
、
そ
の
水
防
組
を
応
援
さ
せ
た
。
い
よ
い
よ
出
水
し
、
各
組
合
の
量
水
標
が
七
合
目
以
上
に
達
し
た
場
合
は
、
撤
を
飛
ば

し
て
一
番
手
(
約
二
割
)
を
招
集
し
、

八
合
自
に
至
れ
ば
二
番
手
(
約
三
割
)
を
集
め
、
さ
ら
に
水
勢
暴
醸
し
危
険
に
至
れ
ば
、
鳴
物
を

乱
打
し
て
三
番
手
(
五
割
)
を
動
員
し
、
非
常
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
。
河
川
が
満
水
し
た
場
合
は
、
堤
防
に
漏
水
・
亀
裂
・
欠
崩
れ
・

溢
水
な
ど
が
起
り
や
す
く
、
樋
門
は
両
軸
ま
た
は
底
部
か
ら
漏
水
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
水
防
員
は
こ
れ
ら
の
危
険
個
所

を
い
ち
早
く
発
見
し
、
普
段
か
ら
決
め
ら
れ
た
水
防
工
法
に
し
た
が
っ
て
対
処
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
水
防
員
は
、
終
止
敢
闘
精
神

を
も
っ
て
堤
防
を
護
り
抜
く
こ
と
を
第
一
と
し
、
故
な
く
し
て
部
署
を
離
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
堤
防
の
異
常
は
満
水
時

ば
か
り
で
な
く
、

「
法
崩
れ
」

「
陥
没
」
は
洪
水
が
三
分
の
一
程
に
減
水
し
た
時
に
起
り
や
す
い
の
で
、
最
後
ま
で
油
断
な
く
当
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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こ
の
輪
中
は
、
水
源
を
異
に
し
た
三
川
に
囲
ま
れ
、
地
形
が
北
東
部
の
三
・
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
南
西
部
の

0
・
二
メ
ー
ト
ル
に
傾

い
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
河
川
沿
い
に
自
然
堤
防
が
発
達
し
、
輪
端
部
に
広
大
な
後
背
湿
地
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
、
水
虫
口
の
性
格

に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
。

( 

一一) 

外
川
の
天
井
川
化
は
、
長
期
的
に
は
破
堤
の
原
因
と
な
り
、
輪
端
部
で
は
排
水
不
良
の
亡
所
回
を
増
大
さ
せ
た
。

( 

一一一) 

お
お
よ
そ
三

0
0年
聞
に
お
け
る
外
堤
の
決
壊
は
、
平
均
で
は
六
・
三
年
に
一
回
の
割
合
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
輪
中
に
お
け
る
開

発
の
新
旧
、
天
井
川
の
進
行
状
況
、
堤
防
の
嵩
上
げ
な
ど
が
影
響
し
、
河
川
別
の
連
続
的
水
害
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ

高須輪中の水害についての考察

た
。
第
一
回
の
連
続
的
水
害
は
元
和
年
間
長
良
川
筋
で
起
っ
た
が
、
そ
の
対
策
と
し
て
大
樽
川
が
開
撃
さ
れ
た
。
第
二
回
は
元
和
か
ら

七
O
年
後
木
曾
川
筋
で
頻
発
し
た
。
第
三
回
・
四
回
・
五
回
は
揖
斐
川
筋
で
起
り
、
そ
の
周
期
は
五

O
年
か
ら
三

O
年
へ
と
短
縮
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
水
害
が
起
る
と
、
大
工
事
が
行
な
わ
れ
る
た
め
、
暫
時
の
小
康
が
得
ら
れ
る
。
有
名
な
宝
暦
治
水
も
そ
の
一
例
で
あ

っ
た
。

(
四
)

海
抜
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
後
背
湿
地
は
、
こ
の
輪
中
の
三
分
の
二
の
面
積
を
占
め
て
い
る
が
、
天
井
川
の
進
行
に
よ
っ
て
排
水
不

良
に
陥
り
、
港
水
化
し
て
亡
所
田
に
変
容
し
た
。
慶
安
二
年
(
一
六
四
九
)

に
開
国
さ
れ
た
後
背
湿
地
の
本
阿
弥
新
田
は
、
開
田
当
初

年
平
均
六

O
O石
の
取
箇
米
を
納
め
た
村
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宝
永
年
聞
に
は
三

O
O石
と
な
り
、
開
田
か
ら
八

O
年
を
経
た
享
保
の

177 

後
半
に
は
一

O
O石
に
激
減
し
、
延
亭
か
ら
宝
暦
に
至
る
こ
ろ
は
一
二
、
t
四
石
と
な
り
、
村
全
体
が
飢
餓
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

Tこ
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(
五
)

宝
暦
・
明
和
の
御
手
伝
普
請
に
よ
り
、
揖
斐
川
を
単
一
河
川
に
置
き
換
え
た
た
め
、
揖
斐
川
の
水
位
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
こ
れ
を

契
機
と
し
て
堀
上
田
が
開
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
堀
上
田
が
開
発
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、
生
産
が
旧
に
復
し
た
の
で
は
な

2

司
、
辛
じ
て
生
計
の
見
込
み
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
程
度
で
あ
り
、
本
阿
弥
新
田
の
取
箇
米
は
、
明
治
に
至
る
ま
で
一

O
O石
を

越
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

(
六
)

輪
中
に
は
伝
統
的
な
水
防
組
合
が
あ
り
、
幕
府
の
指
導
に
よ
っ
て
外
水
対
策
と
内
水
処
理
に
当
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

充
分
で
な
く
、
徹
底
し
た
効
果
は
、
明
治
の
三
川
分
流
と
機
械
排
水
に
倹
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

1主

(
1
)

木
曽
川
水
系
調
査
書
昭
和
四
一
年
経
済
企
画
庁
二
五
頁

(
2
)

大
矢
雅
彦
昭
和
四
三
年
木
曽
川
と
筑
後
川
流
域
の
地
形
・
洪
水
お
よ
び
そ
れ
が
水
利
用
に
お
よ
ぼ
す
影
響

O
頁

(
3
)

尾
留
川
正
平
昭
和
二
七
年
デ
ル
タ
先
端
部
の
開
拓
過
程
の
対
比
地
理
評
二
五
二
一
一
良

(
4
)

岐
阜
県
治
水
史
上
巻
一
一
五
頁

(
5
)

こ
の
湾
曲
部
は
、
明
治
の
三
大
河
川
改
修
工
事
の
た
め
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
、
も
と
桑
原
輪
中
に
属
し
て
い
た
西
小
簸
村
は
高
須
輪
中
に
包

合
さ
れ
、
現
在
は
羽
島
市
の
飛
地
と
な
っ
て
い
る
。

(
6
)

岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
五
五
六
七
J
五
七
七
頁

(
7
)

天
保
六
年
四
月
三
目
、
万
寿
新
田
の
大
江
落
の
玖
樋
が
わ
ず
か
五
合
の
水
で
吹
抜
け
て
入
水
し
た
。
こ
の
玖
は
前
年
本
阿
弥
輪
中
が
村
誇
で
修

築
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
他
輪
中
は
承
知
せ
ず
、
四
月
一
一
-
一
日
に
は
一
擦
に
発
展
し
、
本
阿
弥
輪
中
の
各
庄
屋
宅
が
打
ち
毅
わ
さ
れ

た
。
こ
れ
を
鎮
め
よ
う
と
し
た
笠
松
郡
代
野
田
斧
士
口
は
か
え
っ
て
一
J

撲
に
乱
暴
さ
れ
、
身
を
も
っ
て
逃
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
を
重
視

し
た
幕
府
は
、
翌
年
首
謀
者
一
一
一
一
人
を
江
戸
へ
呼
び
出
し
、
う
ち
四
人
を
傑
・
獄
門
と
し
、
そ
の
他
を
遠
島
・
中
追
放
に
処
し
た
。
こ
の
事
件
に

関
係
し
た
六
一
カ
村
の
百
姓
四
一
四

O
人
に
対
し
て
は
、
五
四
五
貫
五

O
O文
の
過
料
を
と
っ
て
処
罰
し
た
。
こ
れ
を
当
地
で
は
万
寿
騒
動
と
よ

水
利
科
学
六

三
九

t
四



ん
で
い
る
。

(
8
)

岐
阜
県
治
水
史
上
巻
八
五
九
頁

(
9
)

山
下
中
二
明
治
二
九
年
高
須
輪
中
及
附
近
大
風
水
害
記
一
九
頁

(
刊
)
岐
阜
県
治
水
史
上
巻
一
一
九
頁
文
化
二
年
六
月
一
一
一
一
目
の
下
命
大
名
松
平
大
和
守
(
武
蔵
・
川
越
)
、
小
笠
原
伊
予
守
(
豊
前
・
小

倉
)
、
中
川
修
理
大
夫
(
豊
後
・
岡
)
、
岡
部
左
膳
(
泉
州
・
岸
和
田
)
、
松
平
立
丸
〈
伊
予
・
松
山
)
、
奥
平
大
膳
大
夫
(
豊
後
・
中
津
)
、
土
屋

保
三
郎
(
常
陸
・
土
浦
)
、
松
平
大
隅
守
(
下
野
・
足
利
)

(
口
)
松
原
義
継
高
須
輪
中
に
お
け
る
株
井
戸
の
歴
史
地
理
的
考
察

(
臼
)
海
津
町
史
史
料
編
二
巻
五

O
八
頁

(
臼
)
出
水
之
節
堤
通
水
囲
二
役
人
差
出
侯
覚

一
堤
長
四
里
拾
町
余
堤
方
役
人
四
人
高
須
輪
中

一
堤
長
壱
里
余
堤
方
役
人
壱
人
本
阿
弥
輪
中

一
堤
長
弐
百
九
拾
六
間
堤
方
役
人
弐
人
万
寿
新
田

内
規
定
取
極
之
事

天
保
十
二
丑
年
堤
廻
り
惣
代
被
仰
渡
之
人
数

御

料

十

二

ケ

村

弐

人

尾

州

御

料

四

人

高

須

領

四

人

本

阿

弥

輪

中

壱

人

目

原

輪

中

弐

人

〆

十

三

人

高須輪中の水害についての考察

(
H
)
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地
理
評

第
四
一
巻

第
八
号




